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床版取替工事における既設床版撤去後
の開口部養生の改善（伸縮型軽量足場）

広島真栄会 土木部会

株式会社 タカノエンジニアリング
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会社概要

代表者 ：高野靖彦

事業内容：製缶金物工事・鋼構造物製造
（主にステンレス鋼の加工を得意とする）

創業：昭和58年10月1日

従業員数 ：8名

工場所在地：広島県山県郡北広島町阿坂
3808番地

株式会社 タカノエンジニアリング



施工ステップ（交通規制工Ⅰ-昼間車線規制）

（上り線）

（下り線）

幅員及び非常駐車帯拡幅 幅員及び非常駐車帯拡幅

3.0ｋｍ 3.4ｋｍ

Ⅰ 車線規制（昼間）
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橋
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橋
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橋



施工ステップ（交通規制工Ⅱ-昼夜連続中央分離帯規制）

（上り線）

（下り線）

迂回路舗装・防護柵設置 迂回路舗装・防護柵設置

Ⅱ 中央分離帯規制（昼夜）
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施工ステップ（交通規制工Ⅲ-昼夜連続対面通行規制）

（上り線）

（下り線）

床版取替工事 床版取替工事

Ⅲ 対面通行規制（昼夜）

C
橋

B
橋

A
橋



6

従来の問題点

○既設床版撤去後、床版から作業用中段足場ま
での段差が大きいので、一時的に開口部とな
る。

○撤去作業、型枠作業用の中段足場なので、上
フランジのケレンや防錆塗装時は作業しにくい。

鋼桁上フランジの
ケレンおよび防錆塗装
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○桁間距離が異なる３橋同時施工の床版取替工
事において、既設床版撤去後の開口部を迅速
かつ安全に養生したい。

○鋼桁上部のケレン、防錆塗装作業を安全な姿
勢で効率よく行いたい。

○効率的な床版施工実現のため、開口部養生、
作業足場の組替えを短時間で行いたい。

動機・ねらい

墜落災害

作業効率の向上
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既設床版撤去前の中段足場

橋梁によって桁間が違う

上フランジのケレンや防錆
塗装のための足場が必要



9

桁間に合わせた（伸縮式のバーを使用）開口
部養生

改善提案

伸縮式のバー

伸縮式のバーと単管接続部
伸縮式のバー 軽量足場
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床版撤去後（架設前）の状況

改善提案（施工手順）

組立状況

伸縮式のバー 軽量足場
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組立完了

改善提案（施工手順）

上フランジ研磨作業状況
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○伸縮型のバーを使用することで桁間距離の違
い（最大2975㎜、最小1750㎜）に迅速に対応で
きた。

改善提案（効果）

○足場材にアルミ板を使用し、軽量化を図ること
で、組払しが容易となり、少人数で早期に開口
部養生ができた。（1桁間：約5分、計約15分）

○鋼桁上の作業が安全な姿勢ででき、測量、品
質・出来形確認もスムーズに行うことができた。


